









































そのうち，チャイナモバイル 8882.3万人，チャイナユニコム 3178.2万人，アメリカの 1.201億人を
超え世界一になった（http://www.sfcom.com/Japanese/china2001/Justchina08/kaseiryu08.htm i）より，
http://www.ntt.com/sh/shrepdailynews/news.htm ii）より）*．それに，2002年 6月時点で，固定電話ユー




電話普及率は 100人当たり 16.19台に達すると予測されている（http://www.jcd.co.jp/tc1/m12.html iii）
より）．
*本分野の URLの中には，本稿執筆中にもアクセス不可となるほど変化が激しいものもあるため，その必要部










は米国と欧州ではそれぞれ 40％と 50％であるのに対し，中国では 2003年にわずか 16％程度と予測
されているが，13億人の人口に対する普及率はまだまだ低い状態である．また普及率には地域間格





















































2）『CDMA2000 1X』方式：CDMA Oneの技術を利用した第 3世代携帯電話を CDMA2000と呼ぶ（CDMA=Code




が「3X」，1つの周波数を使う方式が「1X」と表現される．CDMA2000 1Ⅹと 1X MC，MC-CDMA 1Xはいずれ
も同義である．
























8980万台で，昨年同期に比べ 8.4％減少，第 1四半期に比べても 7.1％減少となった．大手携帯メー
カーの販売状況を見ると，ノキア（フィンランド）は国際携帯市場でのシェアを 2001年第 1四半期
の 35.3％から 34.8％に落としたものの，昨年に比べると市場シェアを 7.3ポイント伸ばしている．ま
たモトローラ（米）は 13.2％から 14.8％に，エリクソン（スウェーデン）は 6.8％から 8.3％にそれ
ぞれ市場シェアを伸ばした．
中国携帯電話機市場の観測結果に基づくと，スウェーデン大手メーカーのエリクソンが 1番最初


















2001. 8 富士通：華南理工大学と提携→中国で TD-SCDMAの実用化→ 2002夏から実証試験開始






2002. 1 東芝：中国で CDMA Oneを生産し，全量を中国国内で販売
2002. 1 三洋電機 :天津三洋通信設備が CDMA Oneの生産・販売開始



















ソニー（SONY） NEC 松下（Panasonic） 三星







ら OEM調達することで，2002年 2月までに販売を開始し，2002年 3月までに十数万台を販売する．
電話機事業以外にも基地局などの販売強化では，現地法人の NEC中国に設置した 3G本部を順次






















6）3G：3G携帯電話とは携帯電話に関する標準化団体 3GPP（Third Generation Partnership Project），3GPP2が制
































































ローラが 3749.9万台生産し，輸出を除いた国内販売分は 1872.4万台となっている．第 2位はノキア
で，生産台数 3228.7万台，販売 1134.74万台となっている．TLCは 670.55万台販売し，第 3位にラ
表 3　中国携帯電話機のメーカー（http:/www.younet.com/info/phone/ xiv）より）
中国国産携帯電話
科健 東信 厦華 TCL 大顕 熊猫（PANDA） 中興 康佳 波導（BIRD）
南方高科 海尓 首信 厦新（amoisonic） CECT 海信 大唐 普天東芝
TOP 浪潮 聯想（LEGEND HOLDINGS）中橋 多普達 適比特 万利達 UT
楽華 桑達 金立
朱　暁鷹・山田　昌孝：中国の携帯電話の普及実態 139























































































































































通信市場調査会社の英 EMCが 2002年 9月 4日に発表した調査報告によると，2002年 6月末現
在，世界で最も多くの加入者を抱える携帯電話キャリアは中国のチャイナモバイルだという．報告
によると，中国一国のみでサービスを展開するチャイナモバイルの加入者数は 1億 2300万人で，
世界各国でサービスを展開する Vodafoneを 2000万人以上上回っている．Vodafoneは 6月末現在の
加入者数が世界全体で約 1億人．EMCのシニアアナリスト，Elizabeth Hall氏は，「世界規模で投資
しているという意味では Vodafoneが首位だが，加入者数ではチャイナモバイルに後れを取ってい
る」とする．調査では，チャイナモバイル，Vodafone に続いて 3位は Deutsche Telekom，4 位は
チャイナユニコム，5位が NTTドコモ，6位が France Telecom，7位が SBC Communications，8位





ザー数を 8千万人から 1億人，市場シェアを 35％までに高めることを目標に掲げている．携帯電話
業務は 2社体制で競争が行われているため加入者増加の勢いは両社とも衰えを見せず，チャイナモ
バイルは 1年間で 2000万程度の新規ユーザーを獲得，一方チャイナユニコムは半年弱で 1000万の
新規ユーザーを獲得した（http://www4.nikkeibp.co.jp/NCC/top10_news/ncc3252.html xxvi）より）．
2001年 7月，チャイナモバイルの GPRS 9）試験サービスが全国 16省 25都市で開始された．また
同時に，チャイナユニコムの CDMAネットワークの建設も実施段階に入った．CDMAネットワーク

















































































国内漫遊（契約場所以外での市内通話） 0.40元／分＋ 0.07元／ 6秒
国内長途（長距離電話） 0.40元／分＋ 0.07元／ 6秒
国際長途（国際電話） 0.40元／分＋ 0.80元／ 6秒
香港・マカオ・台湾への長距離電話 0.40元／分＋ 0.20元／ 6秒
神州行
契約場所の市内通話 0.60元／分
国内長途（長距離電話） 0.80元／分＋ 0.07元／ 6秒
国内漫遊（契約場所以外での市内通話） 0.60元／分＋ 0.07元／ 6秒
国際長途（国際電話） 0.60元／分＋ 0.80元／ 6秒
















































































河村公一郎（2001年）「中国携帯電話ユーザーが 1億人突破」『KDD総研 R&A』，5月号，p. 22–p. 24.
人民日報日本語版（2003年 4月 28日）http://j.people.ne.jp
中国聯合通信有限会社（チャイナユニコム）（2003年 4月 28日）http://www.chinaunicom.com.cn/index/ xxiv）
中国移動通信集団（チャイナモバイル）（2003年 4月 28日）http://www.chinamobile.com/main/default.asp xxii）
付録：Mobile予備知識
GPRS：General Packet Radio Serviceの略．一般的に第 2.5世代（2.5G）と呼ばれる GSM方式を利用した携帯電
話によるデータ伝送技術．
CDMA：Code Division Multiple Accessの略．つまり符号分割多重接続．無線通信方式の 1つ．
W-CDMA：Wideband Code Division Multiple Accessの略．NTTドコモやエリクソン社などが開発した次世代携
帯電話の通信方式．ITU（国際電気通信連合）が標準化を進めている次世代通信方式 IMT-2000の日欧標準
案として提案されている．










80年代 90年代 00年代 10年代
世代 一世代 第二世代 第三世代 第四世代
アーキテクチャ アナログ無線方式 デジタル無線方式









PDC（Personal Digital Cellular system）













情報産業部によると，中国携帯電話利用者数は 7月末時点で 1.206億人に達し（そのうち，中国移動 8882.3
万人，中国聯通 3178.2万人），アメリカを超え世界一になった．今年に入ってから，中国の電話の普及率は











よると，2002年 6月時点で，固定電話ユーザーが 1億 9,800万，携帯電話ユーザーが 1億 7,600万，ページャー































中国信息産業部（情報産業省）が，2001年 4月に発表したところによると，2001年 1月～ 3月の間に，中国
の携帯電話加入者は新たに 1,504万 8,000人増えて，ついに 1億人の大台に達し，1億 30万人となった．中国
移動の加入者は 7,581 万 7,000 人（シェア：75.6％），中国聯合通信が 2,449 万 7,000 人（シェア：24.4％）と
なっている．2000年の 1年間でも 4,179万増えているが，2001年に入っても，そのペースはまだ衰えを見せ
ていない．人口 100人当たりの携帯電話加入者数で示す携帯電話普及率は，全国で見れば 7.7％で，2000年末







































































や 9900型の携帯電話は「大哥大」と呼ばれ，中国語の 1つとして定着した．しかし 1994年に GSM（Global
System for Mobile）方式が普及後，国外企業大手がこぞって中国市場に進出，モトローラはこの市場変化に
対応できず，その地位を明渡す以外に道がなくなった．中国携帯市場の観測結果に基づくと，スウェーデン




有率の上昇が目立つ．1999年 GSM市場では第 3位であったが，2000年は猛反撃，年末には中国 GSM市場で
トップに踊り出た．2000年 8月の時点で，ノキアの中国携帯市場における占有率は 36％に達している．ドイ




































2002. 1 東芝，中国で cdmaOneを生産し，全量を中国国内で販売
2002. 1 三洋電機，天津三洋通信設備が cdmaOneの生産・販売開始
2002～ 松下通信工業，中国で 2.5G端末を投入
朱　暁鷹・山田　昌孝：中国の携帯電話の普及実態 155



























国の携帯電話では GSM方式が主流となっているが，2002年から国内 300以上の都市で CDMA方式のサービ

























加入があるといわれており，2001年末，大陸では少なくとも 8000万の SMS（Short Message Service）が使用




























CDMA含む）台数は 1億 3155.37万台．うち，モトローラが 3749.9万台生産し，輸出を除いた国内販売分は
1872.4万台となっている．第 2位はノキアで，生産台数 3228.7万台，販売 1134.74万台となっている．TCLは

















98年 4月，郵電部，電子工業部，電力工業部を基礎として「情報産業部（信息産業部，Ministry of Information





―【中国 EXPO COMM速報】中国の 2大携帯電話事業者　欧米 2方式全面対決の様相―
中国の 2大携帯電話事業者である中国移動通信（チャイナ・モバイル）と中国連合通信（チャイナ・ユニコ
ム）は，10月 29日から北京で開催中の展示会「PT/EXPOCOMM CHINA 2002」（EXPO COMM）に出展し，互
いに特徴あるサービスをアピールしている（写真上・中）．両社の展示ブースは隣接しており，サービスの違
いを比較しやすい．中国移動通信は，欧州標準の GSM方式での携帯電話サービスを提供するトップ事業者．








イクロソフトの OS「Pocket PC」を搭載した PDA型携帯電話機，（2）空港などで提供を始めた公衆無線 LAN
アクセス・サービス，（3）携帯電話機で操作できるスナック菓子の自動販売機―なども紹介している．一
方，中国連合通信は，現在も GSMサービスを継続しているものの，EXPO COMMでは cdmaOneだけをアピー












通信市場調査会社の英 EMCが 9月 4日に発表した調査報告によると，2002年 6月末現在，世界で最も多く
の加入者を抱える携帯電話キャリアは中国の China Mobile（中国移動通信）だという．
報告によると，中国一国のみでサービスを展開する China Mobileの加入者数は 1億 2300万人で，世界各国で
サービスを展開する Vodafoneを 2000万人以上上回っている．Vodafoneは 6月末現在の加入者数が世界全体
で約 1億人．EMCのシニアアナリスト，Elizabeth Hall氏は，「世界規模で投資しているという意味ではVodafone
が首位だが，加入者数では China Mobile に後れを取っている」とする．調査では，China Mobile，Vodafone
に続いて 3位は Deutsche Telekom，4位は China Unicom（中国聯合通信），5位が NTTドコモ，6位が France
Telecom，7位が SBC Communications，8位が Verizon，9位が America Movil，10位が Telefonicaとなっている．
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xxvi）http://www4.nikkeibp.co.jp/NCC/top10_news/ncc3252.html






























































景に，携帯電話市場では中国の 2大通信業者がし烈な市場シェア争いを繰り広げており，2001 年 3月では
チャイナ •モバイルが市場シェアの 75.6%を握り，チャイナ •ユニコムが同 24.4%を占めている．今後，チャ
イナモバイルは NTTドコモやボーダフォンとの提携により新たな展開を模索しているほか，チャイナユニ












Current Situations of Mobile Phone Diffusion in China




China has recently become a country whose mobile phone users are the largest in the world
while the mobile phone demand has been very strong along with China’s socio-economic
progresses. This is mainly because rival companies competed very hard with one another and
mobile phones have been accepted by the consumers extremely well.
Although the number of mobile phone users are the largest in the world, the diffusion rate
is still low and the regional diffusion rates are different, high in coastal area but mostly very
low in other areas; although there are only two mobile phone service companies in China, the
number of mobile phone manufacturers are more than forty-three companies; despite the fact
that the history of mobile phones is only ten years, the speed of their progress has been very
fast and thirteen out of hundred users in the world are Chinese.
Firstly this research note investigates China’s past and current mobile phone market in
detail from technological and policy making aspects. Secondly we discuss the competition
between domestic and foreign manufacturers in Chinese mobile phone market and explain the
subscribing systems in the market. Lastly we touch upon the developments of the next
generation system of mobile phones that is going to offer big business opportunities.
